








エネルギー消費量を行動調査表とカロリーカウンターにて求め比較した結果,前者は後者

の計算値の 82.5～97.4％を呈した。即ち,日常の運動量の把握は,カロリーカウンターで

十分代用できる。IgA 腎症とメザンギウム増殖性腎炎において,運動量の違いにより,(A)

運動負荷群と(B)コントロール群の 2 群に分け,運動の腎臓に対する長期の影響(観察期

間:2 年 3 ケ月～2年 6ケ月)を検討した。前者は後者に対して,％BMR でみた場合,12～17％

の負荷増の状態で,腎機能,血圧の増悪を認めなかった。


